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背景と目的

　都市および都市近郊を流れる河川は，住民の親水環境
の場として重要である．したがって，その水質を向上さ
せることは，場の価値を高め，さらに多くの人が河川に
足を運ぶことにつながると考えられる．本研究の対象河
川である天白川は，愛知県日進市の丘陵地帯（東部丘陵）
を主な水源とし，名古屋市を通過して伊勢湾に注ぐ全
長およそ23 kmの2級河川である（図1）．天白川のBOD

値（生物化学的酸素要求量）は，2008年度の年平均値で
は，天白橋で4.7 mg L-1，千鳥橋で3.6 mg L-1である（愛
知県環境部HP，あいちの環境，環境データ検索システ
ム，水環境調査結果より算出，測定回数は月1回で合計
12回，2009年8月12日閲覧）．この値は，公害対策基本法

（1967年制定）による「生活環境の保全に関する環境基準」
ではCと判定され，天白川は決して清澄な河川ではない．
さらには，近年，天白川の源流域である日進市は宅地化
が進み，新たな水質汚濁物質の負荷，水源涵養林の消失
による水量の低下が進行していると考えられる．
　河川水質と集水域の植生，人口密度，土地利用との
間には密接な関係があることが知られ（例えば，Likens，
2001），日本の河川でも広く理解されている（例えば，
Shiragane and Nozaki，2005；Bahar et al.，2008）．今後，
天白川の水質を向上させていくためには，水源である上
流域の水質環境を把握し，どのような開発に留めておく
べきかを議論しなくてはならない．しかしながら，天白
川上流域の水質は，日進市が定期観測を行っている三本
木川の上流地点でのみ測定されており（日進市HP，住
まい・環境，ごみ・環境，河川水質状況，2009年8月12
日閲覧），広範囲では未だ現状は明らかになっていない．
本研究の目的は，天白川上流域の水質環境をなるべく広
範囲で把握し記録することである．

矢作川研究　No.14：39～44，2010

　研究ノート　

天白川源流域（愛知県日進市）の水質環境
Water quality in headwater area of the River Tenpaku-gawa, Nisshin, Aichi, Japan

野崎健太郎 1）・倉澤美保 2）

Kentaro NOZAKI 1） and Miho KURASAWA 2）

要　　約
　名古屋市を流れる代表的な都市河川である天白川の水源地域（愛知県日進市）の水質環境を調査した．調査した10地
点の内，自然状態が保たれている場所は，４地点のみであり，半数以上が人為的な物理改変を受けていた．水質は，３
地点で，自然状態と思われる結果が得られたが，他の地点は人間活動からの排水の影響を受けていた．地理的には自然
状態に近い場所であっても，排水の影響を受けている地点もあった．以上の結果から，天白川の水源地帯は，ほぼ全域
で人間活動の影響を受け，自然状態を維持している部分はわずかであることが判明した．
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図１　天白川の位置．
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調査地と方法

　調査地点は10地点を設けた（図2）．まず国土地理院発
行1/50000地形図の「豊田」と「瀬戸」から日進市およ
び長久手町内で天白川を構成する河川を選び出し，自然
環境であれば水が湧き出している場所まで，人工環境で
あれば暗渠の直前まで，可能な限り徒歩で遡上した．調
査は，2005年10月6日，10月14日，10月20日，11月4日，
11月17日に行った．調査は，降雨による水質のかく乱を
軽減するため，2日以上晴天が連続した後に行った．採
水は南中時である11時～14時の間に行った．
　 現 場 で は 水 温（ 水 銀 温 度 計 ），pH（ 比 色 法
ADVANTEC社）を測定した．溶存酸素濃度はWinkler
アジ化ナトリウム法を採用し（日本分析化学会北海道支
部，1994），現場で固定し5時間以内に測定した．水質分
析用の試水は，250 mlポリびんに入れて持ち帰り，実験
室でガラス繊維ろ紙（GF－75，ADVANTEC社）を用
いてろ過し，ろ液は100 mlポリびんに入れ分析まで凍結
保存した．
　水質は水域の富栄養化を促進する溶存態窒素およびリ
ン，そして，自然（主として地質）と人為の影響を検討
するために主要イオン類を測定した．試水中のアンモニ
ア態窒素（NH4

+-N）はインドフェノール法，亜硝酸態
窒素（NO2

--N）はジアゾ化法，リン酸態リン（PO4
3--P）

はモリブデン青法を採用して比色法で濃度を測定した
（日本分析化学会北海道支部，1994）．硝酸態窒素（NO3

--N）
と主要な陽イオン陰イオン濃度はイオンクロマトグラフ
（DIONEX，DX－120）で測定した．硝酸態窒素濃度は
イオンクロマトグラフで検出出来なかった場合，サリチ
ル酸ナトリウム法（Kalff and Bentzen，1984）で測定した．

結果と考察

調査地の地理特性
　調査した10地点の現場写真を図3に示した．天白川上
流域は，主に，日進市米野木町三ケ峯の名古屋商科大学
付近を水源とする三本木川，日進市藤島町の東部丘陵を
水源とする岩崎川で構成されている（図2）．今回調査し
た10地点の内，7地点は，三本木川と岩崎川に属してい
る．残りの3地点の内，地点1は名古屋市名東区の県営梅
森坂住宅付近の水路，地点2は日進市香久山の住宅地付
近の水路で，いずれも最後は，暗渠であった．地点2では，
暗渠出口付近に徒歩で接近出来ず，採水は，暗渠出口か
ら数10 m下流で行った．地点3は，名古屋鉄道豊田線日
進駅付近より流出する折戸川に属し，採水は，トヨタ自
動車工業㈱日進研修センター敷地より流出する暗渠出口
で行った．

図２　日進市内の天白川の流域と調査地点．太い実線は河川，
細い実線は市町村の境界を示す．

図３-１　調査地点の写真．
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図３-２　調査地点の写真．
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　地点4～6は，三本木川水系に属する．地点4は，鶴思
慕池と呼ばれるため池，地点5は，三ヶ峯住宅方面から
の暗渠，地点6は，名古屋商科大学正門直下の暗渠か
らの流出水である．地点7～10は，岩崎川水系に属する．
地点7と8は，岩崎川本流の水源であり，地点7は，日進
市総合運動公園敷地内の大清水湿地付近から流出する細
流，地点8は，岩藤新池の横を流れる岩藤川を遡上した
湧水湿地である．地点9と10は，北新田川の水源であり，
地点9は，福友病院付近から東部丘陵に入り，愛知県農
業総合試験場園芸研究部直下の谷から湧出する細流，地
点10は，東部丘陵線（Linimo）芸大通駅付近のトヨタ
自動車工業㈱トヨタ中央研究所直下の小規模な調整池か
らの放流水である．
　以上10地点で調査を行ったが，自然状態の湧水であっ
た地点は，岩崎川水系の地点7，8，9のみで，他は人工
的な場であった．したがって，天白川の水源は，その多
くが人為的な物理改変を受けていると評価された．三本
木川は，天白川の源流とされているが，水源の三ヶ峰は，
大規模な住宅地と大学敷地になっており，今回の調査で
は自然状態の水源は確認できなかった．ただし，地点4
の鶴思慕池は，集水域に人為的影響が無く，湧水で涵養
された自然状態にあると判断された．
　かつて，東部丘陵一帯は，過度の伐採により森林が崩
壊し，加えて地質が砂質の風化花崗岩のため，土砂崩れ
が頻発する裸地が目立ったことが良く知られている（例
えば，蔵治・保屋野，2004；日進市，2005）．今回の調
査の結果，住宅地を除き，水源地域に裸地は見当たらず，

コナラ，モンゴリナラ，アベマキを中心とした落葉樹林
やアラカシ，シラカシ，アカマツを中心とした常緑樹林
が良く発達していた（図3参照）．

調査地の水質特性
　各調査地点の水温，pH，溶存酸素濃度の測定結果
は，表1に示した．測定項目は，いずれも調査時期，採
水時刻に強く影響されるため，結果を単純に比較するこ
とは出来ないが，pHと溶存酸素飽和度を用いて各地点
の特性を以下に述べる．地点4，6，8，9のpHは5.3～6.2
の弱酸性を示していた．特に低いpHを示した地点8，9
は，人為的影響が無い湿地，湧水であった．東海地方の
丘陵地帯で観察される湧水湿地の水質は弱酸性であるこ
とが指摘されている（広木，2002；富田，2008）．した
がって，ここで得られたpH値は地域の自然状態を表し
ていると考えられる．低いpHを示した地点4，6，8，9
は，ため池（鶴思慕池）である地点4を除き，溶存酸素
飽和度も他の地点に比べ低い値を示した．これら3地点は，
水が湧出する場で採水しているため，水源が大気に触れ
ることが少ない地下水であると推定できる．そして地点
4は，ため池であり大気とのガス交換があるため，溶存
酸素飽和度は，ほぼ100 %であるが，pHが6.2と弱酸性
であるため，やはり水源は湧水湿地であると考えられ
る．一方，地点2の溶存酸素飽和度は140 %の過飽和を
示していた．これは場が太陽光の遮蔽の無い開放系であ
り，河床に付着藻群落の著しい発達が観察されたことか
ら，光合成作用によるものと説明できる．
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表１　各調査地点の概要．
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　溶存成分の分析結果は表2に示した．地点3，5は際
立って窒素・リン濃度が高かった．両地点ともに，暗
渠から排水された水が分析試料であり，水源は下水と
考えられる．地点3の水源は明確ではないが，溶存態
窒素（Dissolved Inorganic Nitrogen，DIN）に占める
アンモニア態窒素の割合が高い地点5は，日進市三ヶ峯
団地に設置された集中浄化槽（日進市HP，暮らしの情
報，上・下水道，下水道に関するQ&A，に掲載）から
の排水と見なすことが出来る．両地点の陽イオン濃度
は，Na+>Ca2+>Mg2+を示し，日本の河川水の平均であ
るCa2+>Mg2+>Na+（日本分析化学会北海道支部，1994）
とは異なる結果であった．陰イオンのCl-が高い値を示
していることから，NaClやCaCl2の流入が考えられ，こ
の特徴からも，家庭排水の流入が強く示唆される．地点
5は，天白川の水源とされる地点6に隣接しており，水
源への大きな汚染源であり，対策が望まれる．地点10は，
次いで高い窒素・リン濃度，そして，最も高い主要イオ
ン濃度を示した．周囲を水田に囲まれているため，農業
排水の影響を強く受けていることが考えられる．
　逆に，自然状態の湧水が水源であった地点4，7，8
は，窒素・リン濃度が際立って低い値を示した．陽イオ
ン濃度は，地点3，5と同じくNa+>Ca2+>Mg2+を示した
が，濃度自体は低く，これらの地点は，天白川水源の本
来の水質を示していると考えられる．今後，天白川の水
質改善を目指す時に，人間活動の影響がなく自然過程に
より供給される溶存物質濃度を基準値（バックグラウン
ド値）として把握しておく必要があるだろう（小倉ほか，
1986）．その際に，地点4，7，8は水質の基準地点として
重要な役割を果たすため，現状を維持することが大切で

ある．
　地点6，9は，それぞれ三本木川，岩崎川の水源であっ
たが，地点4，7，8と比べ，溶存態窒素濃度（その大部
分は硝酸態窒素）が高い値を示した．これは地点6は，三ヶ
峯団地からの排水，地点9は，隣接する愛知県農業総合
試験場畜産部からの排水の浸透がそれぞれ想定される．
特に，地点9は，下流域にらん細菌Microcystisによるア
オコ発生が著しいため池が存在し，周辺からの栄養塩の
流入があると断定できる．
　以上の結果から，天白川水源地域は，殆どが人為的影
響を受け，溶存物質濃度が自然状態よりも高くなってい
ることが判明した．天白川の水質の改善を，更に進めて
いくには，水源地域に流入する人為起源の溶存物質の削
減が欠かせないことが本調査の結論である．
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